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障害 4人、植物状態 2人、死亡 2人だった。 











症例は、B群 1例（急性硬膜下血腫）、IE群 4例（外傷性くも膜下出血 2例、














































名であった。B 群は平均年齢 23.0 歳、男性 52%であり、受傷状況（原因）は緩斜面(37%)
や中斜面(33%)での自己転倒が多く、また頭部外傷は脳挫傷を伴わない急性硬膜下血腫が特
徴的であった。B群で手術を要した例は 10名(女性 5名)/959名(1.04%)で 
 
あり、何れも急性硬膜下血腫で、その転帰は良好 2 名、中等度障害 4名、植物状態 2名、
死亡 2名であった。 
一方 IE群は平均年齢 24.8歳、男性 72%であり、受傷原因としてジャンプや立ち木への衝
突といった高エネルギー外傷が多く見られた。また重症頭部外傷として、骨折、急性硬膜
外血腫、脳挫傷、脳挫傷を伴う急性硬膜下血腫が有意に多く認められた。IE 群で手術を要
した例は 5名/1408名(0.36%)で全員男性であり、その転帰は良好 1名、中等度障害 1名、
重度障害 2名、死亡 1名であった。 
 頭部の防具は、B 群、IE 群ともにニット帽が最も多かったが、B群では何もかぶってい
ない率が、IE 群ではヘルメットの率が有意に高かった。手術症例は全てニット帽の症例で
あった。ヘルメット装着にもかかわらず頭蓋内器質的病変を呈した症例は B群 1例、IE群
4例であったが、その転帰はいずれも良好であった。 
 
【総括】 
 本研究結果より、スノーボードの技能レベルによって、頭部外傷の臨床像が異なること
が明確になった。スノーボードは両足が板に固定され前後に不安定であり、特に後方に倒
れた場合は上肢が使えず後頭部を打撲しやすく、急性硬膜下血腫を発症しやすい。さらに
緩斜面では逆エッジ現象により後方に倒れやすい。このような B群の受傷状況・原因から、
小山氏は緩斜面で転倒しても頭を打たないようにする姿勢、すなわち腰を丸め顎を引き、
受け身のように後手で雪面をたたいて後頭部打撲を避けることが予防につながると提言し
ている。また、ヘルメットによる外傷リスク減少の報告と今回の検討結果も合わせて、ヘ
ルメット使用が重要であること、さらに IE群ではジャンプや立ち木などの障害物への衝突
による頭部外傷が多いことから、これを避けるための方策、さらにコース外滑走禁止の啓
蒙とルール作りを提言している。 
 
本研究は、 
スノーボードに伴う頭部外傷の受傷状況や臨床像の詳細について、スノーボーダーの技能
レベルの相違による観点から明らかにしたものである。スノーボード外傷の診療に必須で
ある頭部外傷についての基盤的な知見に加えて、今後の頭部外傷の予防や軽減に向けた方
策も提示しており、その臨床的意義は高い。 
以上より本審査会は本論文を博士（医学）の学位に十分値するものと判断した。 
 
 
